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(1) cis 型オレフィン基の confor mation は ske w, ci s , s ke w および skew , ci s , ske w J の 2形
に大別されるが， skew を標準値(土 1 2 00 ) から変化させる乙とにより種々の分子形態を取り，それ

























徴的で， skew -cis -skew と skew-cis-skew' の 2 形に大別されるが skew (または skew') 
角を標準値(土 1 2 0 0 ) から変える乙とによって種々の分子形態や副格子構造をとることが可能で，乙
れが飽和脂肪酸比比べてより多彩な多形現象を示す理由である乙とを指摘した。また，二重結合によって
分けられた 2 つの炭素鎖の中，メチノレ基側の炭素鎖の運動性が大きく，乙の部分のコンフォメーションの
乱れによって誘起される秩序一無秩序型可逆固相転移を生ずる乙とを見出し 不飽和アシル鎖のもつ流動
性が乙のような部分融解過程に由来する乙とを明らかにした。さらに，本研究を通して脂質化合物の構造
研究に適した測定法，解析法を開拓すると同時に構造とスペクトノレ特性を関連づける多くの情報を収集，
整理した。
以上のように同君の研究は不飽和脂質化合物の構造的な特性を明らかにすると共に，高分子系を含めた
より複雑な系の研究に重要な指針を与えたもので理学博士の論文として十分価値あるものと認める。
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